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建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長　

中
川
庄
一

平
成
27
年
度
南
相
馬
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

被
災
農
家
経
営
農
業

機
械
・
施
設
等
貸
付
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
軽
量
鉄
骨
の
格
納

施
設
を
想
定
し
て
い
た
が
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
型
に
計
画
を
変
更
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
予
算

編
成
時
に
判
断
で
き
な
か
っ
た

の
か
、
ま
た
格
納
施
設
の
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　

弁　　
東
日
本
大
震
災
復
興

交
付
金
の
交
付
要
綱
で
は
、
能

力
及
び
規
模
が
、
そ
の
目
的
、

受
益
範
囲
、
利
用
管
理
計
画
等

か
ら
み
て
適
正
で
あ
り
、
か
つ

過
大
な
も
の
で
な
い
こ
と
、
と

し
て
い
る
。
解
釈
に
つ
い
て
県

に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
た

が
、
回
答
が
予
算
編
成
後
の
４

月
で
あ
っ
た
。
施
設
の
計
画
に

つ
い
て
は
、
９
月
議
会
で
提
案

し
承
認
さ
れ
れ
ば
速
や
か
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

質　

疑　

小
高
区
仮
設
店
舗
の

経
営
主
体
及
び
オ
ー
プ
ン
時
期
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

弁　

仮
設
店
舗
は
、
震
災

後
に
発
足
し
た
起
業
支
援
を
行

う
会
社
と
、地
元
菓
子
の
製
造
・

販
売
を
行
っ
て
い
る
店
舗
の
２

社
が
入
居
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連

携
し
て
経
営
を
担
っ
て
い
く
。

野
馬
追
の
前
に
オ
ー
プ
ン
を
進

め
て
い
た
が
入
居
者
が
決
ま
ら

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
遅
れ
が
で

て
、
８
月
下
旬
を
目
途
に
進
め

て
い
る
。

質　

疑　

原
町
区
栄
町
の
災
害

公
営
住
宅
整
備
事
業
の
中
で
電

波
障
害
対
策
工
事
に
つ
い
て
、

建
物
を
建
設
す
る
前
の
段
階
で

電
波
障
害
が
発
生
す
る
こ
と
を

予
測
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答　

弁　

栄
町
地
区
の
災
害
公

営
住
宅
は
、
３
階
建
て
の
公
営

住
宅
で
あ
り
、
電
波
障
害
の
発

生
が
出
に
く
い
と
考
え
て
い

た
。
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
20
戸

の
建
物
に
電
波
障
害
が
発
生
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
こ
と
で
対

策
工
事
を
行
う
。

質　

疑　

原
町
区
萱
浜
地
区
の

戸
建
災
害
公
営
住
宅
建
設
費
に

対
し
て
、
今
回
非
常
に
大
き
な

金
額
の
追
加
工
事
で
あ
る
が
、
そ

の
工
事
は
、ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

弁　

設
計
の
中
で
は
大
ま

か
な
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

し
、
設
計
を
進
め
て
い
た
が
、

発
注
に
あ
わ
せ
て
施
工
業
者
が

行
っ
た
詳
細
な
調
査
に
よ
り
、

当
初
の
想
定
よ
り
も
地
盤
が
弱

い
こ
と
が
発
覚
し
た
こ
と
か
ら

地
盤
改
良
工
事
を
実
施
す
る
追

加
工
事
で
あ
る
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

質　

疑　

防
災
集
団
移
転
促
進

区
域
の
取
得
に
つ
い
て
、
取
得

後
の
土
地
利
用
計
画
の
考
え
方

と
、
20
㎞
圏
内
の
取
得
が
遅
れ

た
要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

土
地
利
用
計
画
と
し

て
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
、

沿
岸
部
か
ら
防
潮
堤
、防
災
林
、

植
物
工
場
、
藻
の
施
設
と
し
て

の
利
用
を
計
画
し
て
い
る
。
20

㎞
圏
内
の
対
象
者
に
は
、
契
約

書
案
を
発
送
し
て
、
契
約
に
時

間
を
要
し
て
い
る
。
相
続
手
続

き
等
の
権
利
の
抹
消
手
続
き
に

も
時
間
を
要
し
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

質　

疑　

被
災
地
域
農
業
復
興

総
合
支
援
事
業
農
業
用
機
械
購

入
に
つ
い
て
、
20
㎞
圏
内
の
農

業
は
本
格
的
に
は
再
開
し
て
お

ら
ず
、
機
械
の
無
償
貸
与
事
業

は
導
入
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後

の
対
応
の
見
込
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

20
㎞
圏
内
に
お
い
て

同
様
の
手
当
を
行
う
施
策
に
つ

い
て
は
、
国
と
調
整
を
し
て
い

る
。

　

討
論
で
は
、
20
㎞
圏
内
に
つ

い
て
は
、
津
波
の
被
災
地
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
津
波
を
受
け

な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
、震
災
後
、

農
業
機
械
等
を
動
か
す
こ
と
が

困
難
だ
っ
た
た
め
に
使
用
に
耐

え
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

津
波
被
災
地
に
限
ら
ず
、
20
㎞

圏
内
の
農
業
再
開
に
向
け
て
、

こ
の
無
償
貸
与
制
度
を
構
築
す

る
こ
と
を
市
は
国
と
強
く
交
渉

し
、
こ
の
事
業
を
進
め
て
い
く

べ
き
と
の
意
見
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
。

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

質　

疑　

下
太
田
工
場
用
地
の

売
却
で
あ
る
が
、
そ
の
業
種
及

び
工
場
用
地
の
活
用
方
法
。
本

市
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
の
雇

用
が
み
こ
ま
れ
る
の
か
。

答　

弁　

売
却
先
は
、
震
災
前

は
浪
江
町
で
操
業
し
、震
災
後
、

福
島
市
に
お
い
て
一
般
貨
物
自

動
車
運
送
業
、
倉
庫
業
を
営
む

企
業
。
工
場
用
地
に
は
、倉
庫
、

事
務
所
、
自
家
用
給
油
所
を
建

設
す
る
。
雇
用
に
つ
い
て
は
、

南
相
馬
市
で
あ
ら
た
に
５
名
を

雇
用
し
合
計
で
15
名
で
事
業
を

運
営
し
て
い
く
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
。

常
任
委
員
会
審
査

誘致企業の施設建設が進む下太田工業団地
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東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
復
旧
復
興
調
査
特
別
委
員
会
報
告

一
般
質
問

　

６
月
８
日
、
飯
舘
村
蕨
平
に
建
設
中

の
可
燃
性
廃
棄
物
減
容
化
施
設
の
現
地

調
査
を
行
っ
た
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
本
市
の
農
林
業
系
廃

棄
物
お
よ
び
下
水
汚
泥
約
３
万
５
千
ト
ン

の
減
容
化
処
理
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

　

６
月
12
日
、
環
境
省
福
島
環
境
再
生

事
務
所
か
ら
５
名
を
招
き
、
中
間
貯
蔵

施
設
へ
の
搬
入
に
係
る
課
題
に
つ
い
て

質
疑
を
行
っ
た
。

質　

疑　

パ
イ
ロ
ッ
ト
輸
送
の
進
捗
状

況
と
、
本
格
輸
送
の
見
通
し
と
用
地
確

保
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　　
パ
イ
ロ
ッ
ト
輸
送
に
つ
い

て
、
第
一
段
と
し
て
９
市
町
村
を
行
い

つ
つ
あ
る
。
南
相
馬
市
の
時
期
は
、
今

年
度
で
間
違
い
な
い
。
用
地
は
11
万
㎡

用
意
で
き
て
お
り
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
輸
送

分
は
確
保
し
て
あ
る
。

　

用
地
確
保
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

既
に
数
件
契
約
し
た
が
、
全
国
に
避
難

さ
れ
て
い
る
地
権
者
に
立
ち
会
い
し
て

い
た
だ
き
、
物
件
調
査
を
行
っ
た

後
交
渉
に
入
る
こ
と
か
ら
、
相
当

日
数
を
要
し
て
い
る
。

質　

疑　

仮
置
場
用
地
の
契
約
更

改
時
期
に
来
て
い
る
。
20
㎞
圏
内
と

圏
外
の
地
代
は
倍
の
差
が
あ
る
。
市

で
は
20
㎞
圏
内
と
同
等
の
地
代
に
と

お
願
い
し
て
い
る
が
、
進
展
し
て
い
な
い
。

市
は
大
変
苦
労
し
て
い
る
。
国
が
主
体
的

に
行
う
べ
き
と
思
う
が
如
何
か
。

答　

弁　　
市
役
所
の
事
務
方
と
情
報
交

換
を
十
分
に
し
、
現
地
の
実
情
を
よ
く

理
解
し
、
き
め
細
か
く
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
で
対
応
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
賃
借
料
に
つ
い
て

は
、
市
に
具
体
的
な
内
容
を
伺
っ
た
上

で
、
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

質　

疑　

中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
搬
入
路

と
し
て
、
常
磐
道
、
県
道
12
号
線
を
使

用
す
る
こ
と
だ
が
、
常
磐
道
は
４
車
線

化
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
一
方
で
、
県
道

で
は
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
整
備
改
良
が
必
要
と
思
う
が
如

何
か
。

答　

弁　　
補
修
に
つ
い
て
は
、
本
格
輸

送
に
向
け
て
検
討
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
但
し
、
災
害
復
旧
な
の
か

復
興
事
業
な
の
か
に
よ
っ
て
、復
興
庁
、

福
島
県
と
担
当
す
る
部
局
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

農地除染（原町区中太田）

が
本
市
は
米
の
コ
ス
ト
削

減
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
る
の
か
伺
う
。

答　

国
の
４
割
削
減
に
は

大
き
く
分
け
て
、
省
略
栽

培
の
技
術
の
導
入
。
大
規

模
経
営
に
適
合
し
た
品
種

の
導
入
。
生
産
資
材
費
の

低
減
化
。
担
い
手
へ
の
農

地
集
積
・
集
約
の
４
点
が

上
げ
ら
れ
る
。
農
地
集
積

に
手
を
挙
げ
る
地
域
が
多

く
な
っ
て
い
る
の
で
、
農

地
集
積
に
合
わ
せ
た
大
規

模
化
を
進
め
て
行
き
た
い
。

問　

津
波
被
災
農
家
へ
の

農
業
機
械
等
貸
付
を
行
っ

て
い
る
が
、
原
発
事
故
の

被
災
農
家
に
対
し
て
も
農

業
機
械
等
の
貸
付
拡
大
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

津
波
被
災
農
家
以
外

も
貸
付
対
象
と
な
る
よ
う

貸
付
条
件
等
に
つ
い
て
国

に
要
望
し
て
い
る
。

問　

次
年
度
の
水
稲
作
付

再
開
に
向
け
追
加
的
に
実

施
す
る
営
農
再
開
支
援
事

業
の
取
組
状
況
は
ど
う
か
。

答　

代
掻
き
作
業
等
に
つ

い
て
は
、
７
月
か
ら
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。

問　

支
援
の
条
件
と
し
て

除
染
が
終
了
す
る
事
と
あ

る
。
除
染
は
８
月
い
っ
ぱ

い
で
終
了
す
る
と
し
て
い

る
が
終
わ
ら
な
か
っ
た
場

合
の
対
応
は
ど
う
な
の
か
。

答　

期
間
内
に
終
わ
ら
な

か
っ
た
場
合
は
代
掻
き
の

支
援
第
２
期
と
言
う
こ
と

で
４
月
１
日
か
ら
４
月
20

日
ま
で
実
施
期
間
と
な
っ

て
い
る
。

問　

代
掻
き
が
必
須
条
件

の
中
で
水
が
入
ら
な
い
水

田
も
見
受
け
ら
れ
る
が
そ

の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

答　

原
因
を
し
っ
か
り
と

捉
え
て
対
応
す
る
。

問　

国
は
日
本
再
興
戦
略

で
米
の
生
産
コ
ス
ト
を
４

割
削
減
す
る
と
し
て
い
る

質問を終えて
　飼料米等の新しい品
目。集約された大ほ場。
それを使いこなす担い手
育成。まだ先は遠い。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

個
人
積
算
線
量
計
の
測

定
値
の
誤
差
は

❷ 

消
防
・
防
災
セ
ン
タ
ー

の
利
活
用
は

❸ 

市
内
公
共
交
通
網
整
備

は
い
つ
か
ら

第
４
回
特
別
委
員
会

第
５
回
特
別
委
員
会

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害

復
旧
復
興
調
査
特
別
委
員
会

復
旧
復
興
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

水
井
清
光

次
年
度
は
水
稲
作
付

次
年
度
は
水
稲
作
付

拡
大
な
る
か

拡
大
な
る
か

田中 一正 議員


